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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

伊佐市 facebook クリック
いいね

特 集

伊佐米膳提供店関係者（左から）

・中 村 賢 二さん（奈加夢羅）

・竹原みどりさん（大口グリーンホテル レストラン風車）

・梛 木 春 幸さん（料理監修）

・古 澤 博 文さん（食べ遊び ふる澤）

・土生さとみさん（コンテナビレッジ２６８）

ツヤよし　味よし　香りよし　！ ！ ！

伊佐米膳の定義

土鍋や釜を使った炊きたての伊佐米

伊佐産の旬の食材を使った 9品のおかず

日本一の菱刈金山にちなみ金粉を使用

鹿児島県伊佐市
鹿児島県最北部に位置する伊佐市。
日本の桜名所百選「忠元公園千本桜」
滝幅日本一「曽木の滝」など豊かな
自然を体感できます。また古くから
「薩摩の米蔵」とされ、四方の山々から
流れ込む豊潤な水と、盆地特有の日中
の寒暖差が「おいしい伊佐米」を作り
だしています。
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土鍋や釜を使った炊きたての伊佐米を提供する

伊佐産の旬の食材を使った９品のおかずを添える

日本一の菱刈金山にちなみ金粉を使用する

　

豊
富
な
水
と
、
寒
暖
差
の
激
し

い
盆
地
気
候
が
生
み
出
す
「
伊
佐

米
」
は
、
も
ち
も
ち
と
し
た
程
よ

い
粘
り
気
と
甘
い
香
り
を
併
せ
持

つ
〝
お
い
し
い
お
米
〟
と
し
て
県

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
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私
た
ち
の
食
卓
で
は
お
馴
染
み

の
味
で
す
が
、「
ど
こ
の
飲
食
店

で
食
べ
ら
れ
る
の
？
」
と
い
う
観

光
客
の
問
合
せ
も
多
く
、
そ
の
要

望
に
応
え
る
形
で
平
成
30
年
度
に

始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

伊
佐
市
と
伊
佐
市
観
光
特
産
協

会
、
飲
食
店
５
社
が
協
力
し
て
伊

佐
米
を
メ
イ
ン
食
材
に
据
え
た
統

一
メ
ニ
ュ
ー
「
伊
佐
米
膳
」
の
商

品
開
発
を
進
め
、
つ
い
に
１
月
15

日
か
ら
各
飲
食
店
で
提
供
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
一
の
米
ど
こ
ろ
伊
佐
市
。
米
を
メ
イ
ン
食
材
に
、
市
内
の
料

理
人
が
こ
だ
わ
り
抜
い
た
統
一
メ
ニ
ュ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
伊
佐

で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
旬
の
味
を
、ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
！

提供店舗名

※情報は 2020 年１月現在
のものです。メニュー内容
等は季節や店舗都合により
変更の可能性がありますの
で、詳しくは店舗へ直接お
問い合わせください。

大口グリーンホテル
レストラン風車 奈

な か む ら

加夢羅

食べ遊び  ふる澤 沖田黒豚牧場
牧場民宿レストラン  和 - のどか - コンテナビレッジ２６８

住所
電話番号
営業時間
定休日
予約の有無

時

☎

休

予

住伊佐市大口山野 1920
0995-29-3036
11:00 ～ 15:00
火・水曜日（10 月～４月）
水曜日（５月～９月）
要予約

時

☎

休

予

住伊佐市大口里 479-1
基本コース /1,650 円 金額：税込

0995-22-7211 ㈹
11:00 ～ 14:00 ／ 17:00 ～ 22:00
※オーダーストップ 21:00
日曜日※団体予約の場合営業
要予約（前日まで）

時

☎

休

予

住

伊佐市大口里 765-1
0995-22-4954
17:00 ～ 22:00（通常夜営業）
※伊佐米膳のみランチ 12:00 ～ 14:00
不定日
要予約（昼・夜３日前まで）

時

☎

休

予

住 伊佐市大口田代 1558-66
0995-28-2098
11:30 ～ 15:00 ※ランチのみ
不定日
完全予約制※伊佐米膳は予約
時に注文（１日限定 10 食）

時

☎

休

予

住 伊佐市菱刈前目 675-2
070-4753-6921
10:00 ～ 17:00
火曜日
要予約（前日まで）

時

☎

休

予

住

伊佐米膳のこだわり３か条
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日本の桜名所百選「忠元公園千本桜」
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最高の伊佐米膳
を食べられる
お店はこちら !

ご予約お待ちしています（全店舗要予約：１月25日現在）
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使
用
す
る
伊
佐
米
に
も
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
す
。「
め
ん
ど
く
さ
い

こ
と
を
あ
え
て
や
る
」
が
モ
ッ

ト
ー
の
コ
メ
農
家
・
沖
田
芳
博
さ

ん
は
「
土
作
り
や
有
機
肥
料
を
入

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
一
切
の
妥

協
を
許
さ
ず
、
厳
選
し
て
育
て
た

お
米
を
出
荷
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
手
間
を
惜
し
ま
ず
育
て

ら
れ
た
伊
佐
米
は
、
ま
さ
に
至
極

の
逸
品
で
す
。

　

料
理
監
修
し
た
日
本
料
理
家
・

梛
木
春
幸
さ
ん
は
、
各
店
舗
自
慢

の
「
伊
佐
米
膳
」
に
太
鼓
判
を
押

し
ま
す
。「
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ

り
、
最
高
の
お
米
、
最
高
の
お
か

ず
を
一
緒
に
楽
し
め
る
御
膳
が
誕

生
し
ま
し
た
。
地
元
の
旬
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

伊
佐
の
豊
か
な
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
産
地
消
に
よ
っ

て
飲
食
店
や
農
家
み
ん
な
が
潤
う

仕
組
み
を
創
り
た
か
っ
た
。
地
域

を
あ
げ
て
お
米
を
メ
イ
ン
食
材
に

し
た
統
一
メ
ニ
ュ
ー
は
聞
い
た
こ

◦朝・晩の寒暖差

◦色は稲穂を表現

◦釜を使う

◦絶品３つ星料理
　と９つのおかず

◦豊かな川の流れ

ポイント

①商品開発会議：使用する食材や盛り付け方法について何
度も話し合いました。②試食会：料理について女性の率直
な感想をいただき、おかずの種類や量を決める際の参考に
しました。③試作検討会：自作の料理を持ち寄り、お互い
に意見を出し合いました。

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
食

文
化
の
開
拓
者
・
応
援
団
に
な
り

ま
し
ょ
う
！
」
と
語
気
を
強
め
ま

す
。

　

1
月
14
日
、
関
係
者
や
報
道
陣

を
招
い
た
お
披
露
目
会
で
は
、
炊

き
た
て
の
伊
佐
米
と
、
金
山
ネ
ギ

な
ど
旬
の
野
菜
や
黒
豚
な
ど
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
彩
り
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
お
米
が
と
て
も

お
い
し
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
味
が

楽
し
め
て
最
後
ま
で
飽
き
な
い
」

と
非
常
に
好
評
で
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
催
し
た
伊

佐
市
観
光
特
産
協
会
長
の
渕
之
上

俊
典
さ
ん
は
「
多
く
の
人
か
ら
愛

さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。
市
外
か
ら
も
伊
佐
米
膳

を
食
べ
に
来
て
も
ら
え
た
ら
、
交

流
人
口
が
増
え
て
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
」
と
期
待
し
ま
す
。

　

伊
佐
米
膳
の
新
規
提
供
店
舗
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
伊
佐
Ｐ

Ｒ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①

②

③

▶
県
内
メ
デ
ィ
ア
も
大
注
目

この旗が目印
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　1 月 12 日、「自らの地域は自らの手で守る」という精神の
もと士気高揚を目的に伊佐市陸上競技場で消防出初式が開催
されました。
　消防ラッパ隊を先頭に、約４００人の消防団員・消防署職員
や消防車両などのパレードで幕をあけ、規律訓練、梯子乗

りの演技、操法、本城保育園の園児による集団演技が披
露されました。

　また、消防団活動に功績があった団員・家族等
に対する表彰も行われ、次の方々が受章され

ました。（敬称略、受章時の階級）

消防出初式
伊 佐 市



5　　広報いさ  2020.02.01

砂
田
健
一
（
第
11
分
団
団
員
）

安
田
哲
郎
（
第
11
分
団
団
員
）

中
間
弘
典
（
第
12
分
団
団
員
）

福
田
友
和
（
第
13
分
団
団
員
）

久
保
田
慶
久
（
第
16
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

栗
巣
和
成
（
第
６
分
団
班
長
）

木
ノ
下
耕
吉
（
第
８
分
団
班
長
）

永
田
誠
二
（
第
１
分
団
団
員
）

山
田
尚
洋
（
第
２
分
団
団
員
）

山
中
宏
樹
（
第
２
分
団
団
員
）

緒
方
慎
也
（
第
５
分
団
団
員
）

成
影
健
一
郎
（
第
５
分
団
団
員
）

平
出
水
一
文
（
第
６
分
団
団
員
）

梶
木
保
典
（
第
７
分
団
団
員
）

宮
ノ
原
大
（
第
８
分
団
団
員
）

福
本
大
輔
（
第
８
分
団
団
員
）

前
田
正
悟
（
第
10
分
団
団
員
）

井
之
上
崇
（
第
12
分
団
団
員
）

西
卓
朗
（
第
14
分
団
団
員
）

山
下
祐
介
（
第
15
分
団
団
員
）

○
団
長
表
彰

５
年
勤
続
章

春
口
章
子
（
女
性
分
団
分
団
長
）

福
崎
順
子
（
女
性
分
団
副
分
団
長
））

畑
中
香
子
（
女
性
分
団
班
長
）

出
木
場
仁
晶
（
第
１
分
団
団
員
）

築
地
翔
吾
（
第
２
分
団
団
員
）

奥
村
保
宏
（
第
２
分
団
団
員
）

池
田
浩
紀
（
第
２
分
団
団
員
）

熊
ケ
迫
紘
志
（
第
２
分
団
団
員
）

吉
岡
秀
樹
（
第
３
分
団
団
員
）

下
牛
尾
翔
馬
（
第
４
分
団
団
員
）

鶴
田
正
一
（
第
６
分
団
団
員
）

祝
迫
鉄
也
（
第
６
分
団
団
員
）

　

令
和
２
年
消
防
出
初
式
表
彰

○
令
和
元
年
度
春
の
褒
章

藍
綬
褒
章

中
越
勇
（
団
長
）

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

上
村
広
盛
（
第
５
分
団
団
員
）

米
倉
公
雄
（
第
10
分
団
団
員
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

優
良
婦
人
消
防
隊

伊
佐
市
女
性
消
防
隊

精
績
章

蓑
田
慎
一
（
副
団
長
）

勤
続
章

池
松
良
照
（
第
３
分
団
分
団
長
）

小
野
原
富
雄
（
第
１
分
団
団
員
）

大
宮
司
純
一
（
第
４
分
団
団
員
）

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

酒
匂
嘉
之
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

瓦
勇
治
（
第
15
分
団
班
長
）

福
永
慎
一
郎
（
第
17
分
団
班
長
）

西
別
府
丈
弥
（
第
３
分
団
団
員
）

安
田
哲
郎
（
第
11
分
団
団
員
）

二
渡
直
規
（
第
12
分
団
団
員
）

福
田
友
和
（
第
13
分
団
団
員
）

久
保
田
慶
久
（
第
16
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

消
防
団
員
協
力
事
業
所

◦
医
療
法
人
社
団
・
社
会
福
祉
法
人

　

隼
仁
会

◦
株
式
会
社　

富
士
建
設

防
火
水
槽
用
地
提
供
者

丸
田
和
時
者

橋
脇
礼
（
第
１
分
団
団
員
）

大
山
博
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

島
内
雅
史
（
第
６
分
団
団
員
）

丸
山
賢
（
第
12
分
団
団
員
）

緒
方
裕
二
（
第
13
分
団
団
員
）

竹
内
幸
男
（
第
14
分
団
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

宮
下
三
郎
（
第
17
分
団
分
団
長
）

酒
匂
嘉
之
（
第
６
分
団
副
団
長
）

西
別
府
丈
弥
（
第
３
分
団
団
員
）

大
宮
司
和
樹
（
第
４
分
団
団
員
）

二
渡
直
規
（
第
12
分
団
団
員
）

福
永
慎
一
郎
（
第
17
分
団
団
員
）

退
任
消
防
後
援
会
長

緒
方
重
則
（
尾
之
上
班
）

下
塩
淳
一
（
石
井
班
）

丸
田
和
時
（
平
出
水
班
）

内
村
募
（
小
木
原
班
）

30
年
勤
続
章

下
城
正
剛
（
第
12
分
団
分
団
長
）

澤
津
寿
久
（
第
14
分
団
副
分
団
長
）

25
年
勤
続
章

長
岡
秀
光
（
第
６
分
団
分
団
長
）

竹
原
研
二
（
第
15
分
団
分
団
長
）

前
田
茂
寿
（
第
８
分
団
副
分
団
長
）

米
満
陽
一
（
第
17
分
団
副
分
団
長
）

脇
迫
修
二
（
第
12
分
団
班
長
）

森
山
裕
樹
（
第
１
分
団
団
員
）

濱
田
健
二
（
第
５
分
団
団
員
）

長
岡
慎
一
（
第
10
分
団
団
員
）

園
田
辰
三
（
第
14
分
団
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

亀
居
修
一
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

酒
瀬
川
幸
（
第
14
分
団
班
長
）

坂
口
泰
宏
（
第
１
分
団
団
員
）

森
山
誠
（
第
４
分
団
団
員
）

寺
地
史
生
（
第
４
分
団
団
員
）

長
岡
達
朗
（
第
10
分
団
団
員
）

15
年
勤
続
章

上
田
次
郎
（
第
４
分
団
副
分
団
長
）

原
田
一
男
（
第
９
分
団
班
長
）

瓦
勇
治
（
第
15
分
団
班
長
）

竹
之
内
信
二
（
第
１
分
団
団
員
）

小
田
原
宏
（
第
１
分
団
団
員
）

神
田
顕
正
（
第
２
分
団
団
員
）

有
郷
豊
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

有
満
隆
明
（
第
６
分
団
団
員
）

帖
佐
秀
雄
（
第
８
分
団
団
員
）

簗
瀨
尚
人
（
第
６
分
団
団
員
）

前
原
哲
郎
（
第
７
分
団
団
員
）

脇
迫
佑
允
（
第
７
分
団
団
員
）

三
箇
良
治
（
第
８
分
団
団
員
）

沖
田
歩
（
第
８
分
団
団
員
）

柿
ノ
迫
修
之
（
第
９
分
団
団
員
）

工
聖
也
（
第
11
分
団
団
員
）

上
原
将
司
（
第
12
分
団
団
員
）

原
口
真
悟
（
第
14
分
団
団
員
）

山
口
美
枝
子
（
女
性
分
団
団
員
）

有
村
愛
（
女
性
分
団
団
員
）

相
川
倫
子
（
女
性
分
団
団
員
）

　

平
成
31
年
表
彰

○
県
知
事
表
彰

40
年
勤
続
章

飯
田
利
美
（
副
団
長
）

内
山
豊　
（
第
７
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

藤
井
和
也
（
第
１
分
団
団
員
）

北
原
和
人
（
第
２
分
団
団
員
）

細
樅
康
平
（
第
４
分
団
団
員
）

山
口
隆
太
郎
（
第
４
分
団
団
員
）

葊
原
誠
（
第
４
分
団
団
員
）

五
反
田
裕
次
郎
（
第
６
分
団
団
員
）

大
浦
明
（
第
７
分
団
団
員
）

大
塚
公
一
（
第
16
分
団
団
員
）

○
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

生
駒
泰
志
（
第
２
分
団
分
団
長
）

長
野
正
（
第
15
分
団
副
団
長
）

前
田
武
志
（
第
７
分
団
班
長
）

坂
元
初
実
（
第
８
分
団
班
長
）

大
野
道
治
（
第
11
分
団
班
長
）

内
園
田
健
作
（
第
13
分
団
班
長
）
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―
―
市
来
さ
ん
は
ど
ん
な
幼
少
期
を
過
ご

さ
れ
た
の
で
す
か
？

　

こ
れ
と
言
っ
て
得
意
教
科
が
あ
る
わ
け

で
も
な
く
、
ご
く
普
通
の
子
ど
も
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
針
持
小
学
校
に
通
い
、
外

で
よ
く
近
所
の
友
達
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
遊
ん
だ
記
憶
は
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
私
は
、
短
気
で
面
倒
く
さ
が
り

で
ね
。
図
工
の
授
業
は
苦
手
で
筆
を
洗
う

の
も
面
倒
だ
っ
た
か
ら
、
ス
ポ
ン
ジ
を
筆

代
わ
り
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
使
い

終
わ
っ
た
ス
ポ
ン
ジ
は
捨
て
れ
ば
い
い
訳

で
す
か
ら
。
そ
し
た
ら
予
期
せ
ず
お
も
し

ろ
い
作
品
が
完
成
し
て
、
５
年
生
の
時
、

担
任
の
梅
木
先
生
が
そ
の
絵
を
県
の
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

入
選
し
、
表
彰
さ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
。

―
―
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
表
彰
さ
れ
た
こ

と
が
画
家
に
な
る
夢
を
持
つ
き
っ
か
け
だ

っ
た
の
で
す
か
？

　

必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。

当
時
、
私
が
進
学
し
た
西
太
良
中
学
校
は
、

ス
ポ
ー
ツ
が
強
い
こ
と
で
有
名
で
、
私
も

バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
毎
日
練
習
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
花
な
ど
の
デ
ッ
サ
ン
も
し
て

い
ま
し
た
が
、
画
家
に
な
っ
て
生
計
を
立

て
れ
る
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

―
―
で
は
、
い
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
画
家

に
な
ろ
う
と
？

　

県
の
職
員
で
土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
た
父
の
影
響
で
、
私
も
土
木
の
勉
強
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
的

な
理
由
も
あ
っ
て
栗
野
工
業
高
校
の
建
築

科
に
進
学
し
ま
し
た
。
高
校
で
も
バ
レ
ー

に
打
ち
込
み
、
顧
問
の
南
先
生
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
校
３
年
生
の
就
職
の
時
期

に
な
っ
て
、
た
ま
た
ま
書
店
で
見
つ
け
た

大
阪
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
に
行
き
た
く
て

ね
。
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
企
業
推
薦
の

話
を
断
っ
た
ん
で
す
。
両
親
に
は
本
当
に

迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

―
―
デ
ザ
イ
ン
学
校
で
画
を
描
く
技
術
を

磨
か
れ
た
の
で
す
ね

　

大
阪
で
の
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

学
校
で
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
を
深
め
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し

ま
し
た
。
当
時
は
店
頭
ポ
ス
タ
ー
も
手
書

き
の
時
代
で
し
た
か
ら
、
老
舗
レ
コ
ー
ド

シ
ョ
ッ
プ
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
学
校
で

得
た
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
知
識
を

実
践
す
る
絶
好
の
機
会
で
、
と
て
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
を
卒
業
後
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
内
装
工
事
を
手
掛
け

る
設
計
会
社
に
就
職
し
た
の
で
す
が
、
徹

夜
続
き
の
突
貫
作
業
を
強
い
ら
れ
る
職
場

だ
っ
た
の
で
し
ば
ら
く
し
て
体
調
を
崩
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
に
将
来
性

を
見
出
せ
ず
、
半
年
ほ
ど
で
会
社
を
辞
め

ま
し
た
。
精
神
的
に
と
て
も
辛
い
時
期
で

し
た
。

―
―
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね

　

そ
ん
な
時
、「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
募

集
」
の
新
聞
広
告
を
見
つ
け
た
ん
で
す
よ
。

か
な
り
の
倍
率
で
し
た
が
、
運
よ
く
採
用

さ
れ
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
広
告
用
イ
ラ
ス

いちき   　　　こうせい 

市来功成さん

（大阪府在住）

　
伊
佐
の
地
か
ら
全
国
・
世
界
に
羽
ば
た
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
月

は
、
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
動
物
の
一
瞬
の
表
情

を
描
く
ク
レ
ヨ
ン
画
家
の
市
来
功
成
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

伊佐人
自
分
を
信
じ
て
努
力
し
続
け
れ
ば
、

き
っ
と
夢
は
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キラリ！

Interview

1993 年　新美術協会 東京都美術館初出品 入選
1994 年　新美術協会 東京都美術館洋画 新人賞
1995 年　新美術協会 東京都美術館洋画 奨励賞
　　　　  他多数
2005 年から全国各地の百貨店美術画廊を中心
に個展（鹿児島では三越、山形屋、榎木孝明ギ
ャラリーひしかり、ギャラリー白樺）を開催。

プロフィール

針持校区出身
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ト
を
作
成
す
る
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
製
品
な
ど
を
描
く
技
法
を

夢
中
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
業
界
に
入
っ
て

多
く
の
展
示
会
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、

か
な
り
人
脈
と
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

作
品
に
感
動
し
て
、
必
死
に
な
っ
て
自
分

も
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。
膨
大
な
仕
事
量

で
し
た
が
、
な
に
し
ろ
楽
し
か
っ
た
の
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
転
職
が
転
機
に
な
っ
た
の
で
す
ね

　

30
歳
く
ら
い
の
頃
だ
っ
た
か
な
、
仲
間

と
は
じ
め
て
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
た
ん

で
す
。
た
し
か
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
を

描
い
た
ら
評
判
が
よ
く
て
、
そ
こ
か
ら
人

物
や
動
物
も
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
が
40
代
の
頃
に
な
る
と
、

デ
ザ
イ
ン
業
界
に
デ
ジ
タ
ル
作
画
が
導
入

さ
れ
は
じ
め
て
ね
。
当
時
の
パ
ソ
コ
ン
は

と
て
も
高
価
で
購
入
で
き
な
い
し
、
バ
ブ

ル
崩
壊
も
重
な
っ
て
、
仕
事
が
全
く
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。

　

こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
ク
レ
ヨ
ン
画
に

挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
経
て
、
ク
レ
ヨ

ン
画
家
に
な
ら
れ
た
の
で
す
ね

　

当
時
は
ク
レ
ヨ
ン
画
の
技
法
が
確
立
し

て
お
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
で
学
ん
だ

す
べ
て
の
こ
と
を
作
画
に
活
か
し
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
自
分
な
り

の
画
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
初
の
う
ち
は
ま
っ
た
く
評
価
を
得
ら
れ

ず
に
、
何
度
も
諦
め
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
辛
抱
強
く
描
き
続
け
た
こ
と

で
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
広
告
に
私
の
画
が

採
用
さ
れ
た
り
、
展
示
会
の
お
誘
い
を
い

た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
少
し
ず
つ
注

目
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
今
で
は
全
国
各

地
か
ら
動
物
画
の
制
作
依
頼
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
伊
佐
の
子
ど
も
た
ち
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

私
の
経
験
か
ら
、
人
生
成
功
の
カ
ギ
は

「
ど
ん
な
人
に
出
会
え
る
か
」
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
私
も
、
妻
に
背
中
を
押
さ

れ
て
出
展
し
た
展
示
会
で
、
た
ま
た
ま
有

名
百
貨
店
の
関
係
者
と
知
り
合
い
、
個
展

を
開
か
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
生
ど
う
転
ぶ
か
わ
か
り
ま
せ
ん

ね
。

　

た
だ
し
、
自
分
が
努
力
し
て
い
な
け
れ

ば
、
優
れ
た
人
に
出
会
う
機
会
は
絶
対
に

訪
れ
ま
せ
ん
。
若
い
時
は
誰
で
も
大
き
な

舞
台
を
夢
見
る
も
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
挫
折
し
て
諦
め
て
し
ま
い
ま
す
。

「
自
分
を
信
じ
て
真
面
目
に
努
力
し
続
け

て
い
れ
ば
、
出
会
う
べ
き
人
に
出
会
い
、

必
ず
夢
は
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
伝

え
た
い
で
す
。

作画中の市来さんと愛猫「まる」

２月 15 日～３月２日 　鹿児島市ギャラリー白樺『猫展（グループ展）』
３月４日～ 10 日 　あべのハルカすアートサロン

４月 15 日～ 21 日 　阪神 百貨店アートギャラリー

５月６日～ 12 日 　静岡 伊勢丹美術画廊

６月 24 日～ 30 日 　東京 日本橋丸善美術画廊『二人展』

８月 12 日～ 18 日 　鹿児島山形屋本店美術画廊
８月 26 日～９月１日 　和歌山 近鉄美術画廊

題：久遠の月 題：眠れない夜

市来さんの作品展示会のお知らせ
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大口地区
氏　　名 担当地区

 上村　伊津子  東元町・下元町・稲荷町

 辻　茂子  上新町・上町・上八坂中央・
 上八坂・上八坂東・八坂団地

 中村　國次  大田・高柳
 満元　正信  高校裏・木崎・浜里・ 川島・神池
 向原　一信  水ノ手・千束松
 芳ケ迫　幸子  陣之尾・山ノ口・大道・緑ヶ丘

 馬庭　由美子  上原田・原田・国ノ十・一の山・
 忠元

 柿川　裕子  里町・とどろ・井手原
 川添　紀夫  仲町・八坂町
 稲田　國博  元町実業・上元町・中元町
 福元　孝行  中戸切・西戸切・東戸切・戸切

 隈元　悦子
 貯木場・朝日団地・朝日団地西・
 高校西・朝日団地東・朝日ヶ丘・
 青木ヶ島

 倉田　曜正  朝日町
 東　保  西本町・西水流

 田之上　良一  小水流・広岡・あたご・
 コヅルニュータウン

 仮屋　基夫  諏訪馬場・上ノ馬場・桜ノ馬場・
 元町団地

 岩城　詠子
 新青木・上青木西・上青木東・
 上青木中・中山・多々良石・
 改星の里

 面髙　葊光  下青木
 入木田　テツ子  西原・永尾・西永尾・農林高通

 大冨　幹夫  上目丸・中目丸・下目丸・
 目丸団地

 二反田　令子  篠原・舟ノ川・松ノ口

 有薗　恭彰  一ノ渡瀬・木ノ氏・上木ノ氏・
 笹野

 鬼塚　ひとみ  永野原・奈良野・白ヶ谷・鉱業所
 𦚰下　美智子  牛尾
 兒島　栄子  郡山・郡山団地
 新保　富子  ☆主任児童委員
 山下　ゆかり  ☆主任児童委員

菱刈地区
氏　　名 担当地区

 古田　龍一  永池・小川添・柳野
 松﨑　カズ子  楠原上・楠原下・岩坪
 未定  場ノ木・西川・本城町

 前原　洋美  本城麓・本城宇都・瓜之峰・
 瓜之峰住宅

 宮元　正衟  青木元

 未定  親交今市・今市前田・比良・
 荒田上・島内

 増田　勝秋  荒田下・大峰・下荒田
 山下　正月  町舟津田上・町船津田下・荒瀬
 長野　トシ子  山下・鵜泊・湯之元
 大保　久美子  平沢津・猶原・小原松山

 田ノ上　穗積

 川北麓全・川北宇都・愛都・
 北俣・中野・滝ノ上・
 湯之尾新町・北俣団地・
 湯之尾団地

 永吉　アツ子  築地全
 山下　弘  共進
 未定  五色・新川・新拓・楠本
 森　隆昇  千鳥・徳辺上
 木之下　正行  小路・下馬場・桜馬場・徳辺下
 岡留　正秋  山田・大山口・山田中原

 未定  前目上・中・下・前目宇都・
 前目住宅・プレジール菱刈

 武　睦子  前目麓

 野⻆　ケイ子  新町・停車場・麓後・
 菱刈ハイツ・成政住宅

 前田　アツ子  本町・下名
 廣瀬　光紘  下手全
 平瀬　久子  重留南・重留東
 德留　秀志  重留西
 上原　すゞ子  花北全・薬師一部
 未定  薬師・下市山・ウッドタウン菱刈
 小山　辰生  田中上・田中中・田中下
 梅ヶ谷　郁代  上市山・東市山・産野
 茅原　眞理子  ☆主任児童委員
 福田　十二子  ☆主任児童委員

　民生委員（児童委員）は、地域の身近な相談相手です。生活上の悩みを相談したいとき、社会福祉の制度
を利用したいときなど、行政をはじめとする各関係団体等と連絡・調整を行い、問題解決に向けて支援します。
※民生委員・児童委員は、民生委員法や児童福祉法に規定され、厚生労働大臣が委嘱する非常勤特別職の
　地方公務員の身分になります。
※任期は令和元年 12 月１日から令和４年 11 月 30 日までの３年間です。

あなたの地区の
民生委員（児童委員）・主任児童委員
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退任される民生委員（児童委員）の方々です。

山野地区
氏　　名 担当地区

  中村　ミヨ子  小木原上
  伊藤　重德  小木原東・小木原上中
  岩井　幸子  小木原中・停車場
  今村　孝二  小木原下・春村・こっがら団地
  久保　孝人  境目・仲町・堺町
  三浦　數雄  本町・本山野・上松
  岩元　克頼  上之馬場
  川原　美惠子  下之馬場
  井立田　礼子  尾之上・井立田
  宮浦　一久  荒平・小川内
  清水　和則  竹屋敷・五女木・高原
  狩所　卓美  石井・押野々・三日月・布計
  釜田　美秋  平原・渕辺・平原前
  松下　悦子  平出水中央・向江

  小原　惠一  平出水上・折小野・日東・
 馬鍬水流

  楠原　すみ代  ☆主任児童委員

羽月地区
氏　　名 担当地区

  中間　義葊  園田・鳥巣上・鳥巣下
  村岡　靜男  冨士・松木原
  北園　和枝  大島北・大島南
  村上　史之  上ノ馬場・山之口・ 上ノ馬場上
  山之内　満男  並木・麓町・包ノ原
  東　道代  白木
  岩元　一郎  須原・湯ノ谷・萩谷
  河野　義勝  駅前
  奥薗　満德  堂崎・金波田
  堂園　孝志  下殿・高津原・竜石
  田中　美智子  大住・下ノ木場・日ノ出
  上園　成子  宮人・八代
  長井　典子  川岩瀬・崎山東
  未定  崎山・馬渡・福川
  未定  辺母木・田代

  沼口　恵子  山ノ神・豊原・羽山・富ヶ丘・
 勝負ヶ段

  堂園　幸代  ☆主任児童委員

西太良地区
氏　　名 担当地区

  宮脇　和生  後村・城下
  宇都　栄一  曽木・諏訪・山城
  未定  中央・荻原・門前
  久森　貴夫  川西・針牟田・深川
  下鶴　マサ子  土瀬戸・田原
  緒方　芳義  高野・小谷・馬場・笠松
  二之形　ミチ子  堂山・高塚
  佐土原　惠  田代・釘野々
  橋口　徳二  西方・山神・屋敷段
  山下　智寿子  ☆主任児童委員

地区名 氏　名 厚 県

羽月

  一ノ宮　貢 ○ ○
  上原　浩 ○ ○
  御書　春子 ○ ○
  立本　則利 ○ ○
  神領　孝明 ○ ○
  前原　明美 ○
  溝口　民哉 ○ ○
  福山　美津子 ○ ○

西太良   古城　惠人 ○
  井上　義一 ○

菱刈

  新鶴田　幸一 ○ ○
  吉田　勝宏 ○ ○
  永田　忠 ○ ○
  戸田　健二 ○ ○
  脇迫　利行 ○ ○
  伊東　公美 ○ ○
  知識　義秀 ○ ○

お 疲 れ 様 で し た

　次の皆さんの民生委員（児童委員）・主任
児童委員の活動に対し、厚生労働大臣・鹿児
島県知事からの感謝状が贈られました。

地区名 氏　名 厚 県

大口

  川畑　先道 ○ ○
  岩元　良司 ○
  坂上　三四郎 ○
  松岡　三十四 ○ ○
  永井　辰夫 ○ ○
  舞薗　順子 ○ ○
  園田　正 ○ ○
  寶満　千代子 ○ ○
  鶴丸　幸惠 ○ ○

山野
  澤田　重光 ○
  紙漉　東一 ○
  渕上　正人 ○ ○
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　北薩病院副院長兼小児科部長の福重寿郎さんが、
第 41 回母子保健奨励賞を受賞しました。これは
母親と子どもの健康増進に功績を挙げた人に贈ら
れる賞で、九州では 2 人が表彰されました。
　福重医師は「伊佐健やかこどもネットワーク会
議」を設立し、保健師や保育士、療育機関と連携
した地域の子育て支援の充実に貢献していること
が高く評価されました。
　12 月 16 日、市長に受賞を報告した福重医師
は「地域医療における、行政の協力に感謝します。
伊佐には優秀な医療スタッフ・保健師等も多いの
で、これからもみんなで協力して、安心して子育
てできる環境づくりに努めていきます」と話しま
した。市長も福重医師に対し、これまでの功績と
ご尽力に感謝を述べました。

　富ケ丘自治会のすずらん同好会の関係者が市
長を訪れ、「第 16 回観光まごころ県民運動き
れいな観光地づくり表彰」の「花いっぱい運動
部門」で表彰されたことを報告しました。
　富ケ丘自治会のすずらんは昭和 42 年に長野
県から取り寄せた 1,000 株を植えたことに始
まり、毎年 4 月下旬になると今では約 1 万株
がかわいらしい白い花を咲かせます。
　すずらん同好会長の福山美津子さんは「名誉
ある賞をいただいて大変うれしいです。これか
らも地域のみんなで大切にすずらんを育ててい
きたいと思います」と受賞を喜びました。

おめでとうございます

　伊佐市一円にて鬼火たきが実施されました。
　近隣 5 自治会でつくる木ノ氏地区の鬼火たき
には約 40 人が参加し、今年厄年を迎えられた人
や年男年女が竹の櫓に点火しました。
　時折バンバンと破裂音を響かせて、火花を散ら
しながら燃え盛る鬼火たきに、子どもたちは声を
あげて驚いていました。
　木ノ氏地区村づくり委員会長竹之内雄二さんは

「五穀豊穣、無病息災を祈念して、鬼火たきを今
年も無事に開催できてよかった。今後も地域の行
事として継続していきたい」と意欲を語りました。

厄を払って、安泰を祈願

１ １ ４～
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ISA City Topics

　伊佐市成人式が文化会館で開催され、色鮮
やかな振袖やはかま、スーツを身にまとった
191 人の新成人が式典に参加しました。
　新成人を代表して小門真也さんが「東京の
大学に進学したことで、ふるさと伊佐への想
いが強くなりました。両親に感謝し、大人と
しての自覚をもった社会人になります」と抱
負を述べました。
　地域の先輩を代表し、青年団長の石神龍佑
さんは「社会の荒波に負けない、遊び心を持
った大人になってください」とエールを送り
ました。
　また「夢発表コーナー」や、「学生時代の
写真」「恩師からのビデオレター」のスクリ
ーン上映が始まると、会場は大きな笑い声と
拍手に包まれました。　

新成人の晴れ姿

１ ３

　伊佐市文化会館で「現代版組踊　鬼
武蔵～ TADAMOTO 忠元」が上演され
ました。
　「ある日、海音寺潮五郎先生の書斎
から未発表原稿が見つかった。その内
容は、西郷隆盛が歴史的な一大決心を
した背景には大口地頭・新納忠元公の
存在があった」というストーリー。
　伊佐の礎づくりに生涯を捧げた郷土
の偉人・新納忠元公の生き様を、チー
ムちむどんメンバー（伊佐の小中高校
生）が熱演。また、北海道・福島・沖
縄の現代版組踊チームからもメンバー

一生懸命は本当にかっこいい！
12 22

が駆け付け、役者の迫真の演技や躍動感あふれるダンス、郷土芸能踊り、バンド演奏など総勢
100 人を超える迫力満点のパフォーマンスに会場からは大きな拍手が送られ、大成功のうちに幕
を閉じました。

　第 66 回文化財防火デーに伴い、市内の白
木神社・郡山八幡神社・祁答院家住宅・箱崎
神社において防火訓練が行われました。
　文化財防火デーとは、昭和 24 年 1 月 26
日に法隆寺金堂の火災により貴重な文化財が
焼損したことを教訓として、文化庁と消防庁
が毎年１月 26 日を「文化財を火災、震災そ
の他の災害から守るとともに、全国的に文化
財防火運動を展開し、国民一般の文化財愛護
に関する意識の高揚を図る日」と定めた日で
す。
　伊佐市においても、文化財関係者や消防署
職員、消防団員の方々が訓練に臨み、通報か
ら放水、鎮火するまでの手順を確認しました。
　冬場は空気が乾燥し火災が発生しやすい季
節です。火の取扱いに十分ご注意ください。

火災から文化財を守る

１ 19

鬼武蔵公演実行委員会
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　伊佐市の地域おこし協力隊として活動中の
林峻平さんが、12 月 15 日に開催された鹿
児島県ビジネスプランコンテストで見事大賞
を受賞されました。
　１次審査を突破した９人が登壇し個性あふ
れる新ビジネスの展望を発表するなか、林さ
んは「薪を燃やして地域を熱くする！地域資
源活用による伊佐 “不便化” 計画！」と題して、
火とともに暮らす宿をつくる計画をプレゼン
し、高く評価されました。
　林さんは「とにかく伊佐に来てほしいとい
う熱意をプレゼンに込めました。大賞をいた
だき、身の引き締まる思いです」と話しました。

ビジネスプランコンテストで
大賞を受賞

　2019 シーズン限りで現役を引退した鹿児
島ユナイテッド FC の赤尾公選手が、市長を
表敬訪問しました。伊佐市が、鹿児島ユナイ
テッド FC の前身クラブであるヴォルカ鹿児
島の活動をサポートしていた縁で、所属選手
らが市内でサッカー教室を開催するなど交流
が続いています。
　赤尾選手は「伊佐市の皆さまには、ヴォル
カ鹿児島時代から温かい応援をしていただき
本当に感謝しています。選手としてのキャリ
アは終えますが、これからもサッカーを通じ
て恩返しできるような活動をしたいと思って
います」と話し、J ２公式戦で使用された記
念ボールを市に寄贈されました。

感動をありがとう
12 27

　「冬休み！ビオトープ探索会 ~ 絶滅しそうな植物を探せ！ ~」があったらし村（宮人）で開催され、
羽月西・菱刈小学校の児童や大口高校生とあったらし会のスタッフ等 54 人が参加しました。

大口高校生が地域の魅力を再発見

１ ７

　会場のあったらし村は、宮人川の水質浄化のため
に国土交通省鶴田ダム管理所が整備した「ビオトー
プ」という施設で、自然環境保全等を目的に活動す
るあったらし会が維持管理しています。
　ビオトープの魅力を子どもたちに伝え、自然環境
や植物に興味を持ってもらおうと大口高校生が企画
した「インスタ映えツアー」では、カラフルに飾り
つけられた施設内での写真映えするスポットを巡り、
工夫を凝らした写真撮影会に子どもたちは大喜びで
した。　　　　　　　　〈地域おこし協力隊　小仲〉
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問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
係
・
高
齢
者
支
援
係
）　

☎
㉓
１
３
１
１

　

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

２
月
の
対
象
活
動

○
認
知
症
講
演
会
、
元
気
ア
ッ
プ

　

ポ
イ
ン
ト
忠
元

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

　
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
立
し
た
生

活
を
続
け
た
い
」
と
誰
も
が
願
う
こ
と

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
願
い
を

叶
え
る
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
「
通
い
の
場
」
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　
「
通
い
の
場
」と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
自
宅
か
ら
歩
い
て
通
え
る
場
所
（
公

民
館
な
ど
）
に
集
ま
り
、
心
身
の
健
康

を
維
持
す
る
た
め
に
、
体
操
や
創
作
活

動
、
地
域
交
流
な
ど
を
自
主
的
に
行
い

※ 

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　

昨
年
か
ら
活
動

し
て
い
る
「
前
目

麓
健
康
体
操
」
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し

ま
す
。
前
目
麓
地

区
で
は
第
１
・
第

３
月
曜
日
の
月
２

回
、
公
民
館
に
集

ま
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
玄
米
ダ
ン
ベ

ル
体
操
な
ど
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加

あ
な
た
の
地
域
に
も
「
通
い
の
場
」
を
作
り
ま
せ
ん
か

者
か
ら
は
「
み
ん
な
と
一
緒
の
ほ
う
が

運
動
を
続
け
ら
れ
る
」「
会
話
が
楽
し

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
楽
し

く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
通
い
の
場
」
は
厚
生
労
働
省
も
推

進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
関
心

の
あ
る
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

相
談
先

◎
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
２
３
７
７

◎
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉖
１
３
０
７

   

※ 

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で

　

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

　

生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。

問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120・85・8341 または ☎ 0995・24・4631

＊
正
山
征
洋
著「
メ
ド
の
神
秘
」

　

か
ら
出
典

メドハギ

メ
ド
の
神
秘
（
中
）

　

メ
ド
ハ
ギ
は
、
道
端
や
土
手

な
ど
に
た
く
さ
ん
自
生
す
る
た

め
、
誰
で
も
採
取
し
や
す
い
マ

メ
科
の
植
物
で
す
。
血
糖
値
を

下
げ
る
働
き
や
強
壮
作
用
の
ほ

か
、
美
容
に
も
よ
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
地
元
の

皆
さ
ん
も
お
茶
と
し
て
飲
ま
れ

る
人
も
増
え
、「
紅
茶
の
よ
う

な
綺
麗
な
色
で
美
味
し
い
。」
と

評
判
も
上
々
で
す
。

　

名
の
由
来
は
、
奈
良
か
ら
平

安
時
代
に
、
茎
を
束
ね
て
陰
陽

占
い
の
棒
「
め
ど
き
」
と
し
て

使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
転
嫁
し
て

「
メ
ド
ハ
ギ
」
に
な
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
山
征
洋
博
士
（
九
州
大
学

名
誉
教
授
・
長
崎
国
際
大
学
名

誉
教
授
）
の
調
査
で
次
の
よ
う

な
有
用
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

1
食
後
の
グ
ル
コ
ー
ス
（
ブ
ド

　
ウ
糖
）
の
血
中
濃
度
が
急
に

　
上
が
る
の
を
抑
制
し
、
糖
尿

　
病
の
指
標
に
な
る
ヘ
モ
グ
ロ

　
ビ
ン
Alc
を
改
善
し
ま
す
。

※
薬
草
研
究
に
よ
る
見
解
で
、

　

効
能
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま

　

す
。

4
そ
の
他
、
メ
ド
ハ
ギ
の
エ
タ

　
ノ
ー
ル
エ
キ
ス
は
顔
の
小
じ

　
わ
を
減
ら
し
、
メ
ラ
ニ
ン
量

　
を
抑
え
ま
す
。

3
男
性
は
加
齢
と
と
も
に
男
性

　
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
テ
ス
ト
ス

　
テ
ロ
ン
が
減
り
、
精
力
減
退

　
等
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

　
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
量
を
上
昇

　
さ
せ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
関

　
連
も
改
善
し
ま
す
。

2
グ
ル
コ
ー
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
に
変
換
す
る
た
め
に
必
要
な

　
イ
ン
ス
リ
ン
。
分
泌
機
能
を

　
改
善
し
ま
す
。

（　）

（　）
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が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
習
慣
：
い
ろ
い
ろ
な
食
品

　

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
適
量
に
食

　

べ
る
こ
と
が
大
切

　

１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
べ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

食
物
繊
維
が
豊
富
で
噛
み
応
え

の
あ
る
ご
ぼ
う
な
ど
の
根
菜
類
、

小
魚
、
豆
な
ど
和
食
を
中
心
と

し
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
習
慣
：
外
遊
び
の
運
動

　

が
必
要

　

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
遊
び

生
活
習
慣
病
っ
て
な
に
？

　

長
い
月
日
を
か
け
て
つ
く
ら

れ
た
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
、

そ
の
発
症
に
重
要
な
役
割
を
は

た
す
状
態
あ
る
い
は
病
気
を

「
生
活
習
慣
病
」
と
い
い
ま
す
。

例
え
ば
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
で
す
。

　

子
ど
も
時
代
に
作
ら
れ
た
生

活
習
慣
は
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
変
え
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か

な
か
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら

健
康
な
生
活
習
慣
を
作
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

子どもの生活習慣病予防
毎年２月は「全国生活習慣病予防月間」

も
重
要
な
運
動
の
ひ
と
つ
。
特
に
乳
幼
児
の
外
遊
び
は
運
動
不
足

を
解
消
す
る
だ
け
で
な
く
、
気
分
転
換
や
心
の
健
康
を
保
つ
効
果

も
あ
り
ま
す
。
縄
跳
び
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
親
子
で
外
遊
び

の
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
テ
レ
ビ
の
時
間
：
長
時
間
見
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
間
が
長
い
人
は
、
運
動
不
足
に
な
り
や

す
く
、
Ｃ
Ｍ
に
出
て
く
る
お
菓
子
を
食
べ
る
傾
向
が
あ
る
な
ど
、

肥
満
の
人
が
多
い
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
の
時
間
は
1
～
2
時
間
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
睡
眠
時
間
：
十
分
な
睡
眠
時
間
が
必
要

　

財
団
法
人
日
本
小
児
保
健
協
会
が
実
施
し
た

調
査
に
よ
る
と
、「
夜
10
時
以
降
に
就
寝
す
る

子
ど
も
」
の
割
合
が
、
1
歳
6
か
月
・
2
歳
・

3
歳
で
半
数
を
超
え
、
子
ど
も
の
生
活
時
間
が

夜
型
化
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
睡
眠
不
足
を
感

じ
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
は
、
食
欲
不
振
・
集
中
力
の
低
下

 

・
眠
気
な
ど
を
も
た
ら
し
、
将
来
の
肥
満
の
危

険
因
子
に
な
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
で
協
力
し
て
、

早
寝
早
起
き
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
口
腔
：
食
事
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切

　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
口
周
り
の
筋
肉
や
あ
ご
の
骨
を

強
く
し
た
り
、
脳
の
活
性
化
や
唾
液
分
泌
の
促
進
、
満
腹
中
枢
を

刺
激
し
肥
満
を
予
防
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
機
会
に
、
親
子
で
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

望ましい睡眠時間の目安
乳児期 12 ～ 16 時間
幼児期 11 ～ 14 時間
学童期     9 ～ 11 時間

子どもの生活習慣病
危険度チェック

□ ジュースや炭酸など甘い飲み
　 物をよく飲む

□ カップ麺やファストフード、
　 スナック菓子をよく食べる

□ 夕食や就寝時間が遅く、朝食
　 を欠食する

□ 脂っこいものが好き
□ あまり運動や外遊びをしない
□ 受験などのストレスがある
□ 両親のどちらか、または両方
　 が太っている
□ よく噛まず、早食いである

チェックに当てはまる場合は、
生活習慣病のリスクがありま
す。「子どもの生活習慣病予
防のための 5 つのポイント」
を 1 つでも試してみませんか。
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南三陸だより
Vol. 94

　
　

　

「
南
三
陸
で
触
れ
る
伊
佐
」

　

仕
事
柄
、
外
出
す
る
機
会
も

多
く
「
鹿
児
島
か
ら
」
と
い
う

強
い
個
性
を
持
つ
私
は
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
町
民
の
人
と
知

り
合
い
に
な
る
ペ
ー
ス
が
速
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
小
さ

い
こ
の
町
で
は
、
初
め
て
会
う

人
も
、「
誰
々
さ
ん
と
○
○
の

何
々
さ
ん
」
と
い
う
紹
介
で
皆

が
知
り
合
い
で
す
。
高
校
生
が

男
女
で
歩
こ
う
も
の
な
ら
町
民

全
員
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
状

態
。
窮
屈
と
思
う
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
親
戚

の
よ
う
な
関
係
は
大
き
な
助
け

に
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

東
北
の
冬
を
感
じ
始
め
た
こ

ろ
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
あ
！
羽
月
西
の
干
し
柿
」。

派
遣
が
決
ま
っ
た
時
か
ら
追
い

か
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
干
し

柿
の
行
方
。
送
付
先
の
社
会
福

祉
協
議
会
や
配
付
先
の
高
齢
者

施
設
な
ど
、
初
め
ま
し
て
の
場

所
も
親
戚
の

よ
う
な
知
り

合
い
の
力
を

借
り
て
取
材
で
き
た
う
え
、
宮

城
県
の
新
聞
２
社
に
掲
載
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
も
震
災
の
こ
と
が

風
化
し
て
い
く
今
、
遠
い
鹿
児

島
か
ら
あ
り
が
と
う
と
記
事
に

対
す
る
反
響
も
あ
り
ま
し
た
。

　

干
し
柿
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
着
任
し
た
頃
、
関
係
機

関
で
挨
拶
を
済
ま
せ
帰
ろ
う
と

し
た
私
を
「
ち
ょ
っ
と
、
あ
れ

見
て
っ
て
」
と
連
れ
戻
し
に
来

た
女
性
が
い
ま
し
た
。
商
店
街

の
中
に
見
慣
れ
た
吊
る
し
雛
が
。

「
伊
佐
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る

な
～
っ
て
思
っ
た
の
。
あ
な
た

の
町
で
し
ょ
」。
各
店
舗
に
一

本
ず
つ
、『
鹿
児
島
県
伊
佐
市

商
工
会
女
性
部
様
よ
り　

南
三

陸
町
商
工
会
女
性
部
に
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
』
と
札
を
付
け
、

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
そ
う

だ
な
、
南
三
陸
に
あ
る
伊
佐
。

（
柿
ノ
迫
秀
美
）

【活動内容】
　競技会場内の受付案内係、売店・休憩所係、
弁当配布係、環境美化係などの業務に携わる。

【従事期間】　10 月９日（金）～ 12 日（月）
【従事場所】　伊佐市菱刈カヌー競技場
　　　　　　（菱刈湯之尾）

【応募要件】
　2008 年（平成 20 年）４月１日以前に生まれ
た人で、次のいずれかに該当し、市実行委員会
が開催するボランティア研修会等に参加できる
人
⑴伊佐市内に在住、通勤、通学している人
⑵伊佐市内に活動拠点を有する団体
⑶燃ゆる感動かごしま国体伊佐市実行委員会が
　必要と認めた人及び団体

【応募方法】
　伊佐市実行委員会のホームページから申込書をダ
ウンロードし、必要事項を記入して下記まで持参す
るか、ＦＡＸ、メール等で申し込んでください。
※応募時点で 18 歳未満の人の申し込みについては、
　保護者の同意を得るものとする。
※申込書の取得及び提出は、大口・菱刈
　庁舎の窓口でも受け付けています。

カヌースプリント競技（伊佐市開催競技）運営ボランティア募集！

【応募・問い合わせ先】
〒 895-2708　伊佐市菱刈川北 2328-1
伊佐市菱刈カヌー競技場艇庫（スポーツ推進課内）
燃ゆる感動かごしま国体伊佐市実行委員会事務局
　☎㉘１０７３・　㉘１０７８
　　　　 kokutai@city.isa.lg.jp

　全国から訪れる大会参加者や一般観覧者を心のこもったおもてなしでお迎えするとともに、喜びと感
動を共有するため大会とするため、大会運営ボランティアとして一緒に盛り上げましょう。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日　　　はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　小さな粒からうまれた
ちび竜は、ボウフラ、た
んぽぽ、もぐらなどいろ
いろな生き物に出会い、
風や水や土と仲良くなっ
ていく。神通力も使える
ようになり、やがてでか
くなったちび竜は光る青
い地球を抱いて…。
　所蔵館：両館

　30 歳非正規社
員の堅志と、28 歳
パートの日菜子。
この冷酷な世界で
ふたりの幸せだけ
は永遠と信じてい
た。だが…現代の
切実な恋の行方を
描く。
　所蔵館：両館

清く貧しく美しく　石田衣良

（出版：童心社）

一  般

（出版：新潮社）

ちび竜　工藤直子 / 文　あべ弘士 / 絵

【　児　童　】 所蔵館
やきいもとおにぎり みやにしたつや 両館
いろいろいろんなからだのほん メアリ・ホフマン 両館
あなたがおおきくなるひまで ケイト・バンクス 両館
みけねえちゃんにいうてみなモフモフさいこう！ 村上しいこ 両館
ゆきのけっしょう 武田康男 大口

【　一　般　】 所蔵館
首 北野武 両館
老人初心者の覚悟 阿川佐和子 両館
オカシナ記念病院 久坂部羊 両館
梅と水仙 植松三十里 大口
へたっぴでもうまくいく小麦粉だけでつくる天然酵母パン マスジマトモコ 菱刈

【イベント情報】
○ブックスタート
日　時　２月４日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
○ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 15 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ

○

【２月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

クリスマスおはなし会

※菱刈図書館ではブックリサイクル
　コーナーを常設しています。定期
　的に入れ替えていますので、ぜひ
　ご利用ください！

○
○
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地域おこし協力隊 通信
　こんにちは、協力隊の髙市です。
　皆さんはどんなお正月を過ごしまし
たか？私は、マイナス 5 度の爪先が痛
い朝に伊佐の初日の出を拝んだ後、地

元の愛媛県に帰省しました。
　現在、インターネット上の移住定住促進サイト「こ
こがいーさ」の管理運営を行なっています。サイトが
リニューアルされて間もなく 1 年。お陰さまで東京、
大阪、福岡など都市部からのアクセスも増えており伊
佐の PR に少しは役立っているのかなと、ほくそ笑ん
でいます。その中でも人気なのは「空き家バンク」の
物件情報ですが、ご覧になった人も多いのではないで
しょうか。今や社会問題にもなっている空き家。私の
実家も空き家になる可能性を秘めています。かつて 4
人家族だったわが家は、父のひとり暮しの家に。でも
荷物は 4 人家族だったまま。物に溢れた家は少し居
心地が悪いです。片付けはいつか、いつかと、いつや
るの？もう、今でしょう！と自分を奮い立たせて、寝
正月そっちのけで実家の断捨離を行ないました。まだ
始まったばかりの片付けですが、自分たちで行うと心
もスッキリしました。これから少しずつ、住み心地の
良い実家に変えていきます。

思いきって断捨離しました。

SNAP

SNAP

去年のテントサウナ
イベントの様子

草摘みからの七草粥。
今年もできました。美
味しかった～。

サウナイベントの情報
が解禁となりました！
お楽しみに～！

　こんにちは、田﨑です。皆さんは菱
刈庁舎の近くに有害鳥獣処理施設があ
るのをご存知ですか？鹿や猪の解体・
精肉を行う施設です。毎年猟期が始ま

ってから施設の稼働も開始されるので勉強させてもら
いに行ってきました。施設の方々の熟練された技術で
どんどんお肉になっていく様子は圧巻です！地元の有
害駆除された動物たちをこうやって安心安全に食べる
ルートが整っている地域って実は少ないのです。もっ
と地元の皆さんに地元の山で育った鹿や猪を食べてい
ただきたい、伊佐市外に遊びに行く時はお土産に持っ
ていってもらえるようになったらいいなと思っていま
す。
　話は変わりますが、去年３月に伊佐市で開催された
アウトドアサウナのイベント「サウナーワンダーラ
ンド」を今年も開催することになりました！ 3/14 ～
3/15（土・日）開催です。イベント申し込みはイサ
タンホームページ（https://isatan.jp/）にて受付中で
す。イベント情報もそちらに詳しく掲載していますの
でぜひご覧ください！

林

中　村

金　山

小　仲

林さんと田﨑さんとイ
ベントに向け活動中で
す！

正月は実家でゆっくり
過ごしました。今年も
よろしくお願いしま
す！
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Information

Information

水俣 ⇔ 伊佐 ⇔ 湧水 ⇔ 鹿児島空港
空港バス　　　　　　　（県際特急バス）

　空港バスは、水俣・伊佐・湧
水地域と鹿児島空港を結ぶ重要
な交通手段です。
　しかし年々利用者が減少して
いるため、このままでは路線の
維持が難しくなってしまいます。
　大切なバス路線を守っていく
ためにも、積極的な利用をよろ
しくお願いします。
　時刻表は、各庁舎窓口で配布
しているほか、南国交通㈱のホ
ー ム ペ ー ジ（https://nangoku-
kotsu.com） で 確 認 で き ま す。
また、市内公共交通等の利用も
あわせてお願いします。

◎飛行機◎バス

鹿児島→東京
（約１時間55分）最短約 38分

鹿児島市内・空港間

水俣市

伊佐市

湧水町

水俣市：蘇峰・蘆花生家

水俣市：湯の鶴温泉

湧水町：竹中池

湧水町：栗野岳八幡大地獄
鹿児島空港

伊佐・水俣間
約５７分

伊佐・湧水間
約３０分

伊佐・空港間
約６０分

◎九州新幹線

新水俣→新大阪（約３時間 49分）
新水俣→博多（約１時間３分）

みんなで利用
しましょう！

問い合わせ先
南国交通株式会社

☎０９９５・２２・１４３５
企画政策課まちづくり政策係

☎㉓１３１１

問い合わせ先　社会教育課文化芸術係　☎�１５５４

いさのおんがくたい ミニ・コンサート

会場　 伊佐市文化会館小ホール
入場料　無料

日時　２月 1５日（土）
14 時開演

観覧希望者は、直接会場に
お越しください。

※赤ちゃんから入場できます。

演奏曲　◦銀河鉄道９９９
　　　　◦情熱大陸
　　　　◦「ぶんぶんぶん」による
　　　　　ゆかいな変奏曲
　　　　◦私のお父さん　　　ほか

（予定）

出　演　歌＆ピアノ “ドリーム”
　　　　・若月仁美（声楽）
　　　　・佐藤志織（ヴァイオリン）
　　　　・井出口希歩（ピアノ）

出演者から
　私たち音楽ユニット “ドリーム” は歌と
楽器の演奏仲間です。普段はそれぞれで
演奏活動をしていますが、昨年 “いさのお
んがくたい” に出演させていただいたのを
きっかけに結成しました。銀河鉄道 999
など馴染みの曲も演奏します。皆さまぜひ
お越しください。

1 . 
　

　
　

公共交通を使って出かけま
せん
か？
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伊佐市からのお知らせ

対
象
地
区　

伊
佐
市
、
湧
水
町
、
霧
島
市
の

　
　
　
　
　

横
川
・
牧
園
地
区

※
斎
場
・
待
合
室
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
改

　

定
は
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
事
務
局

☎
㉖
２
３
５
６

区分 単位

使用料
現行 改定

　３月まで   令和２年４月～
  令和４年３月   令和４年４月～

   火葬１３歳以上 １体 5,000 円 8,000 円  10,000 円

   火葬１３歳未満 １体 3,000 円 5,000 円 6,000 円

   死産児 １胎 1,000 円 3,000 円 4,000 円

   汚物等 １包 1,000 円 3,000 円 4,000 円

   遺骨のまとめ １体 1,000 円 1,000 円 1,000 円

   遺骨再火葬 １基 4,000 円 4,000 円

４
月
か
ら
火
葬
場
使
用
料
が
改
定
さ

れ
ま
す

お
知
ら
せ

　

伐
採
面
積
の
増
加
に
伴
い
、
伐
採
者
や
森

林
所
有
者
の
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
、

使
用
す
る
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
を
維
持
す

る
た
め
に
提
出
書
類
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

伐
採
に
よ
り
災
害
や
第
三
者
へ
の
被
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
伐
採
者
だ
け
で
な
く
、

森
林
所
有
者
の
責
任
も
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
伐
採
届
出
を
確
実
に
行
い
適

切
な
森
林
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

取
扱
要
領
と
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
林
政
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

㉓
１
３
１
１

伐
採
届
の
提
出
書
類
が
変
更
に
な
り

ま
し
た

令
和
３
年
度
飼
料
作
物
収
穫
調
製
機

械
等
の
導
入
に
対
す
る
補
助
に
つ
い

て事
業
名

　

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業

（
通
称
：
降
灰
事
業
）

内　
　

容

　

飼
料
作
物
収
穫
調
製
用
等
の
機
械
施
設
整

備
（
補
助
率
65
％
以
内
）

用　
　

件

広告

　

昨
年
3
月
に
開
催
し
た
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
参
加
申
込
に
つ
い
て
は
、

伊
佐
市
の
地
域
情
報
サ
イ
ト
「
イ
サ
タ
ン
」

の
イ
ベ
ン
ト
特
設
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
は
有
料
で
す
。

※
上
限
に
達
し
次
第
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

日　
　

時

　

3
月
14
日
（
土
）
12
時
～
16
時

　

3
月
15
日
（
日
）
9
時
～
12
時

※
基
本
的
に
宿
泊
者
の
み

場　
　

所　

布
計
小
学
校
・
十
曽
青
少
年
旅

　
　
　
　
　

行
村
キ
ャ
ン
プ
場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

イ
サ
タ
ン
特
設
ペ
ー
ジ（https://isatan.jp/

）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
：
林

テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
サ
ウ
ナ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

広告

　

３
戸
以
上
の
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
ま

た
は
法
人
で
共
同
利
用
す
る
こ
と
。

※
計
画
規
模
相
応
の
農
地
面
積
と
そ
こ
で
生

　

産
さ
れ
た
飼
料
の
供
給
先
が
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

2
月
28
日
（
金
）

そ
の
他

　

組
織
名
・
構
成
員
・
導
入
予
定
機
械
・
受

益
（
飼
料
収
穫
）
面
積
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
今
回
希
望
を
さ
れ
て
も
令
和
3
年
度
に

採
択
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
発
表
会
を
開
催

　

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
は
大
口
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
生
涯
学
習

グ
ル
ー
プ
で
す
。

日　
　

時

▽
舞
台
発
表
部
門

　

２
月
23
日
（
日
）
13
時
～
15
時
30
分

▽
展
示
部
門

　

２
月
23
日
（
日
）
～
29
日
（
土
）

　

９
時
～
22
時

会　
　

場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　

☎
㉖
１
５
５
４

日　
　

時

　

２
月
29
日
（
土
）

　

受
付
17
時
30
分
～

　

試
合
開
始
18
時
～

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
に
あ
る
申
込
用
紙
を
記
入
の
う
え
、
持

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

大
口
・
菱
刈
図
書
館
臨
時
休
館

　

シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
、
大
口
・
菱
刈
図

書
館
は
２
月
17
日
（
月
）
～
25
日
（
火
）
の

間
休
館
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
財
係　
　

☎
㉓
１
３
１
１

南日本銀行近く 橋脇風月堂隣り空き店舗

期間

10 : 00 ～ 16 : 00
２月２３日（日）～３月３日（火）

伊佐市商工会女性部大口本所　☎㉒０２２４
　　　　　”　　　   菱刈支所　☎㉖０１７９

問い合
わせ先

時間
場所

　伊佐市では、「ひきこもり」に関
する相談窓口をご用意しています。
　ひきこもりは誰にでも起こりえま
す。悩みや苦しみを抱え込む前に、

「お悩み」や「気になっていること」
など、どのようなことでも結構です
ので、お気軽に相談窓口までお聞か
せください。

今は働
いていなく
て家にいる、近所
のコンビニなどには
出かけるがふだんは一人で家に
いる、長年外に出ていないなど

「お悩み」や「気になっている
こと」など、どのようなことで
もお聞かせください。

どんな場合に
相談をすれば
よいですか？

Q

対象年齢は
ありますか？

年齢制限
はありません。

ご家族は、
ひきこもりで

　　　　  苦しんでいるご
本人にとって一番

身近な支援者です。ご家
族の人もご相談ください。

相談窓口・問い合わせ先
市民課健康推進係　☎㉓１３１１

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
こ
と
で
何
か
お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
そ
ば
に
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す

Q

Q
家族が相談
してもいい
のですか？

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
21
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ
係
（
菱
刈
カ
ヌ

ー
競
技
場
艇
庫
内
）

☎
㉘
１
０
７
３
・　

㉘
１
０
７
８
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伊佐市からのお知らせ

広告

募　
　

集

業
務
内
容

　

診
療
報
酬
明
細
書
及
び
調
剤
報
酬
明
細
書

の
内
容
点
検
・
縦
覧
点
検

応
募
資
格

○
年
齢
不
問
・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定

　

め
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

○
医
療
事
務
の
資
格
を
有
し
、
近
年
実
務
経

　

験
（
３
年
以
上
）
の
あ
る
人

募
集
人
員　

１
人

報　
　

酬　

月
額
１
３
６
、
７
０
０
円

任
用
開
始　

４
月
１
日
か
ら

勤
務
日
数　

月
17
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

福
利
厚
生　

健
康
保
険
・
有
給
休
暇
な
ど

待　
　

遇　

会
計
年
度
任
用
職
員

選
考
方
法　

面
接

職
務
内
容

　

市
内
小
・
中
学
校

の
施
設
維
持
、
管
理
業
務
等

応
募
資
格

○
年
齢
不
問
・
地
方
公
務

　

員
法
第
16
条
に
定
め
る

　

欠
格
条
項
に
該
当
し
な

　

い
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

○
土
木
・
水
道
技
師
等
の
経
験
が
あ
る
人

募
集
人
員　

１
人

勤
務
日
数　

月
17
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
員
募
集

学
校
施
設
業
務
技
術
員
募
集

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

①
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半

身
写
真
添
付
）
②
医
療
事
務
資
格
を
有
す
る

こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
認
定
証
な
ど
）
の
写

し
を
提
出
（
持
参
ま
た
は
郵
送
）
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

　

２
月
３
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
18
日
ま
で
に
必
着

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５—

２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８

市
民
課
健
康
保
険
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
元
気
で
楽

し
く
活
動
で
き
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
せ

ん
か
。
概
ね
60
歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
に
な
い
人
も
、
同
じ

趣
味
の
仲
間
で
老
人
ク
ラ
ブ
を
設
立
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
末
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
大
口

元
気
こ
こ
ろ
館
内
）　　
　

☎
㉓
２
３
６
１

勤
務
内
容

　

市
道
・
公
園
等
の
除
草
作
業
、

支
障
木
の
伐
採
及
び

側
溝
浚
渫
作
業

勤
務
日
数

　

概
ね
16
日
程
度

※
作
業
内
容
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

報　
　

酬　

月
額
１
１
１
、
３
０
０
円　
　

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
通

　

勤
手
当
あ
り

雇
用
条
件

　

健
康
で
草
刈
作
業
等
が
可
能
で
あ
り
、
普

令
和
２
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

伊
佐
市
土
木
・
公
園
作
業
員
募
集

通
一
種
運
転
免
許
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
。

募
集
人
員　

若
干
名

雇
用
開
始　

４
月
１
日
か
ら

申
込
方
法

　

建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）
及
び
市
民
課
（
大

口
庁
舎
）
に
あ
る
「
伊
佐
市
土
木
・
公
園
作

業
員
採
用
願
」
及
び
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
に
上
半
身
写
真
貼
付
）
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
21
日
（
金
）

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係

　

☎
㉓
１
３
１
１

※
提
出
は
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）
で
も
可

勤
務
時
間　

8
時
30
分
～
17
時

報　
　

酬　

月
額
１
３
６
、
７
０
０
円

社
会
保
障

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
あ
り

選
考
方
法　

面
接　

※
日
程
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
３
日
（
月
）
～
13
日
（
木
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１
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河
川
改
修
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
け
入
れ
候
補
地
の
公
募

　

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
が
行
う

河
川
改
修
工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
け
入
れ

る
候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

対　
　

象　

法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

伊
佐
市
建
設
課
に
あ
る
申
込
書

　
　
　
　
　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
候
補
地
は
伊
佐
市
内
の
土
地
に
限
る

②
建
設
発
生
土
の
費
用
は
無
償

　

※
受
入
れ
地
の
測
量
及
び
支
障
木
伐
採
を

　
　

受
入
れ
者
負
担
で
行
う
必
要
あ
り

③
受
入
土
量
は
原
則
と
し
て
１
０
、
０
０
０

　

㎥
以
上

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ｔ
車
）
で
の

　

搬
入
が
可
能

⑤
建
設
発
生
土
の
運
搬
及
び
敷
き
均
し
の
み

　
（
締
固
め
は
行
い
ま
せ
ん
）

⑥
関
連
法
令
の
許
可
を
受
入
れ
者
で
申
請
し
、

　

取
得
す
る
必
要
あ
り
（
農
地
法
・
林
地
法

　

等
の
許
可
の
取
得
）。

⑦
土
質
の
指
定
は
で
き
な
い

⑧
受
入
れ
地
の
雨
水
処
理
施
設
（
側
溝
・
暗

　

渠
等
）
を
、
受
入
れ
者
負
担
で
設
置
す
る

　

必
要
あ
り

※
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
を
考
慮
し
、
川
内
川

河
川
事
務
所
と
協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■1/14入稿 0114_鹿児島県_伊佐市広報誌_相談会h58w172_4c
広告

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興

局
建
設
部
伊
佐
市
駐
在
が

行
う
河
川
工
事
の
建
設
発

生
土
を
受
け
入
れ
る
候
補

地
を
公
募
し
ま
す
。

工
事
箇
所　

伊
佐
市
管
内
の
県
管
理
河
川

対　
　

象　

法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

公
募
期
間　

２
月
１
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

申
込
方
法

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市

駐
在
（
県
伊
佐
庁
舎
）
に
あ
る
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
け
入
れ
は
無
償

②
受
入
土
量
は
原
則
と
し
て
１
、
０
０
０
㎥

　

以
上

③
法
令
上
の
問
題
が
な
い
こ
と
（
農
地
法
・

　

林
地
法
等
の
許
可
の
取
得
）。

　

※
土
砂
の
搬
入
に
よ
り
、
農
地
の
用
途
が

　
　

変
わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に
届
け

　
　

出
が
必
要

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ｔ
車
）
で
の

　

搬
入
が
可
能

⑤
土
質
的
の
指
定
は
で
き
な
い

河
川
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
け
入
れ
候
補
地
の
公
募

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
の
み
（
整
地
転
圧
は

　

実
施
し
ま
せ
ん
）

※
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
、
事
業
の
効
率
性
等

を
検
討
し
て
選
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市
駐

在
（
県
伊
佐
庁
舎
）　　
　

☎
㉓
５
１
６
４

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係
（
菱
刈
庁

舎
）　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

募
集
科
目　

自
動
車
工
学
科
、
機
械
整
備
科
、

　
　
　
　
　

金
属
加
工
科

募
集
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
３
月
26
日（
木
）

　

ま
で
募
集
を
延
長
し
ま
す
。

応
募
資
格

▽
自
動
車
工
学
科
、
機
械
整
備
科

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
。
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む

▽
金
属
加
工
科

　

義
務
教
育
修
了
程
度
以
上
。
３
月
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
見
見
込
み
の
人

を
含
む

選
考
方
法　

筆
記
試
験
及
び
面
接

※
詳
し
く
は
本
校
募
集
案
内
ま
た
は
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校　

☎
０
９
９
・
２
９
６
・
２
０
５
０

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

令
和
２
年
度
入
校
生
募
集
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　　  伊佐さわやかあいさつ運動
１月活動

○大口東小学校

（
12
月
４
日
～
12
月
27
日
受
付
分
）

大
山　

烈れ
お央
（
友
和
・
遥
加
／
田
中
上
）

川
﨑　

凛り
ず珠
（
大
輔
・
真
智
子
／
川
岩
瀬
）

神
田　

陽ひ
な菜
（
匠
一
・
美
百
／
羽
山
）

熊
ケ
迫　

匠た
く
み海
（
純
一
・
公
子
／
小
木
原
中
）

坂
留　

昭は
る
ま磨
（
昭
治
・
朱
華
／
柳
野
）

迫　

陽ひ
な
た向
（
信
行
・
貴
子
／
築
地
）

髙
野　

莉り

つ月
（
勝
哉
・
真
鏡
／
小
水
流
）

髙
野　

莉り
と叶
（
勝
哉
・
真
鏡
／
小
水
流
）

作
田　

英は
な

（
敏
行
・
真
紀
／
下
馬
場
）

永
野　

詩う
た多
（
佳
・
友
佳
里
／
大
島
南
）

橋
口　

智と
も

（
直
樹
・
夢
／
北
俣
団
地
）

桃
木　

俊
し
ゅ
ん
さ
く作
（
貴
正
・
佳
実
／
永
尾
）

淵
脇　

柊
し
ゅ
う
せ
い成
（
京
汰
・
あ
か
り
／
花
北
下
）

※
11
月
受
付
分

和
田　

圭け
い
と叶
（
勇
也
・
理
穂
／
浜
里
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
11
月
30
日
～
12
月
23
日
受
付
分
）

大
口
地
区

上
原　

重
光　
　
　

92
（
篠
原
）

下
小
薗　

朋
子　
　

76
（
木
崎
）

西　

光
子　
　
　
　

89
（
中
戸
切
）

広告

通院バスをご利用ください（無料） 安全・安心な「三つ星業者」をご利用ください。

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

インターネット無料・ひかり通信完備

詳細は各病院か当社までお尋ねください。 伊佐交通観光（株）　℡　　23-0608
日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

大・小型バス、ジャンボ・寝台・車椅子タクシー

公共交通機関として、皆様の足を守ります。

土地・中古住宅・山林、買取・仲介いたします。

ユーミー大口（水ノ手）1K・1LDK空室有

バス・タクシー部門 正社員 （女性歓迎 基本給140，000）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

通院バスをご利用ください（無料）

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

詳細は各病院か当社までお尋ねください。

日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

乗務員募集 バス・タクシー部門 正社員 （バス部 基本給175,000円+走行手当+通勤手当等）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
い
さ
１
月
15
日
号
１
ペ
ー
ジ

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
」

の
お
知
ら
せ
の
中
で
、
こ
ど
も
課
子
育

て
支
援
係
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
誤
っ
て
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
さ
れ
た
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
正
し
い
番
号
に

再
度
送
信
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

誤 

㉒
５
０
３
４
→ 

正 

㉒
５
０
３
５

（　）

（　）

森　

ノ
ブ
子　
　
　

85
（
奈
良
野
）

森
山　

義
治　
　
　

81
（
木
ノ
氏
）

山
野
地
区

苙
口　

稔　
　
　
　

101
（
小
木
原
上
中
）

羽
月
地
区

内
原　

陸
男　
　
　

78
（
髙
津
原
）

大
迫　

ノ
ブ
子　
　

94
（
辺
母
木
）

田
口　

久
夫　
　
　

87
（
金
波
田
）

友
村　

邦
保　
　
　

83
（
上
ノ
馬
場
）

張
原　

エ
ミ
子　
　

101
（
鳥
巣
上
）

松
元　

愛
子　
　
　

90
（
鳥
巣
下
）

西
太
良
地
区

梅
田　

行
夫　
　
　

66
（
西
方
）

岡
田　

登
利
子　
　

91
（
川
西
）

右
田　

基　
　
　
　

92
（
高
野
）

菱
刈
地
区

木
佐
貫　

ツ
タ
エ　

92
（
田
中
上
）

小
原　

利
子　
　
　

96
（
猶
原
）

　

師　

武
久　
　
　

75
（
北
俣
）

德
田　

勇　
　
　
　

91
（
下
手
須
川
）

馬
場　

博
行　
　
　

98
（
重
留
南
）

藤
本　

良
治　
　
　

70
（
薬
師
）

二
渡　

義
輝　
　
　

90
（
田
中
上
）

溝
口　

由
美
子　
　

78
（
重
留
東
）

南
永
・
本
城
地
区

左
近
充　

勝
子　
　

85
（
本
城
麓
）

永
池　

三
郎　
　
　

85
（
小
川
添
）

前
田　

森
子　
　
　

86
（
青
木
元
）

宮
脇　

秀
雄　
　
　

89
（
荒
田
下
）
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広告

検索

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

�９４２０
koho@city.isa.lg.jp

３
月
号
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

愛
媛
か
ら
伊
佐
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
10
月
に
き

ま
し
た
が
暖
か
い
な
と
思
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
11
月
に
入
り
朝
の
寒
さ
に
び
っ
く
り
。
車
の
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
が
凍
る
な
ん
て
…

バ
ス
に
乗
る
と
「
鹿
児
島
の
北
海
道
で
す
」
と
い

う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
ご
も
っ
と
も
。
体
を
慣
ら

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

を
巡
り
た
い
で
す
！　
（
大
口　

み
い
た
ん　

40
代
）

「
東
京
で
働
い
て
い
る
娘
の
夫
の
実
家
か
ら
リ
ン

ゴ
と
洋
梨
が
届
き
ま
し
た
」
と
、
嫁
が
小
分
け
に
し

て
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

洋
梨
に
は
深
く
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
嫁
が

「
そ
れ
は
ヒ
ョ
ウ
に
や
ら
れ
た
そ
う
で
す
よ
」
と
言

う
の
で
、
私
は
び
っ
く
り
仰
天
。「
山
形
に
は
豹
が

い
る
の
？
」「
イ
ヤ
イ
ヤ
、氷
の
雹
で
す
よ
」
…
納
得
。

と
こ
ろ
で
、
洋
梨
の
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
輸
入
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
…
山
形
の

名
産
品
ら
し
い
。

　

私
が
声
を
出
し
て
笑
う
姿
に
、
嫁
は
安
心
し
た
顔

で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

（
本
城　

Ｕ
・
Ｍ
さ
ん　

80
代
）

昨
年
11
月
21
日
、
仲
間
と
「
曽
木
の
滝
の
紅
葉

を
楽
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
て
伊
佐
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

昼
食
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
伊
佐
の
す
ば

ら
し
い
景
色
を
仲
間
に
見
せ
た
い
と
、
忠
元
公
園

に
も
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
間

違
っ
た
道
を
案
内
し
て
し
ま
い
、
バ
ス
は
立
ち
往

生
。
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
通
り
か
か
っ
た
方
が

親
切
に
道
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
無
事
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
方
の
お
名
前
を
聞
き
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
投
稿
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
（
枕
崎
在
住　

Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

　
Ｕ
・
Ｍ
さ
ん
、
お
も
し
ろ
い
勘
違
い
で
、
ほ
の
ぼ

の
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。
改
め
て
日
本
語
っ

て
難
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

奥さつま しずく
西本園のお茶

（１００g） （特産協会提供）
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編
集
後
記

　
人口のうごき

R2. １. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

総人口　25,610 人　  （－       28）
　男　　11,916 人　  （－          ６）
　女　　13,694 人　  （－       22）
世帯数　13,374 世帯  （－       20）

広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.269　

2020.02.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
https://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷
　

提
供
が
始
ま
っ
た
伊
佐
米
膳
を
、
私
も
さ
っ
そ

く
食
べ
て
み
ま
し
た
。
地
元
産
の
旬
の
食
材
を
使

用
し
て
い
る
の
で
、
伊
佐
の
四
季
を
五
感
で
楽
し

め
る
料
理
に
大
満
足
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
22

～
24
日
に
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
る

「
ラ
ー
メ
ン
王
決

定
戦
」
に
、「
ら
ー

め
ん
処　

力
」
さ

ん
が
出
場
さ
れ
ま

す
。
寒
い
と
き
に

食
べ
る
ラ
ー
メ
ン

は
な
ぜ
あ
ん
な
に

お
い
し
い
の
で
し

ょ
う
か
。

「
食
」
か
ら
は
じ
ま
る
ま
ち
お
こ
し
、

皆
さ
ん
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

広告


